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２．平成30年３月期第２四半期（累計）個別業績と前年実績値との差異（平成29年４月１日～平成29

年９月30日） 

 売上高 営業利益 経常利益
四半期純利

益 

1株当たり 

四半期純利

益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前期実績値（Ａ） 8,374 1,306 1.301 987 31.22 

当期実績値（Ｂ） 10,001 2,384 2,408 1,836 58.40 

増減額（Ｂ－Ａ） 1,627 1,078 1,106 848  

増減率（％） 19.4 82.6 85.0 85.9  

 

 

３．平成30年３月期通期連結業績予想値の修正（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

1株当たり 

当期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 19,800 2,640 2,650 1,970 62.38 

今回修正予想（Ｂ） 20,400 3,500 3,530 2,650 85.24 

増減額（Ｂ－Ａ） 600 860 880 680  

増減率（％） 3.0 32.6 33.2 34.5  

(ご参考)前期実績 

(平成29年3月期) 
18,085 2,362 2,534 1,863 58.95 

 

 

４．修正の理由 

当第２四半期累計期間の連結業績につきましては、主力製品である遺伝子組換え天然型ヒ

ト成長ホルモン製剤「グロウジェクト®」の販売が当初予想を上回ったことなどにより、売上

高および売上総利益が当初予想に比べて増収増益となりました。併せて、効率的な使用によ

り研究開発費を含む販売費及び一般管理が当初予想を下回ったことにより、営業利益、経常

利益および四半期純利益も当初予想に比べて増益となっております。 

また、当第２四半期累計期間の個別業績につきましては、「グロウジェクト®」の販売およ

び契約金収入が前年同期実績を上回ったことなどにより、売上高が前年同期実績に比べ増収、

営業利益、経常利益および四半期純利益が前年同期実績に比べて増益となっております。 

通期連結業績予想に関しましても、第２四半期累計期間の状況および下期の見通し等を踏

まえ、売上高、営業利益、経常利益および当期純利益の予想を上記のとおり修正いたします。 

 

（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき判断した見通し

であります。実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる場合が

あります。 
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